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おわりに 
 本年も、ここまで何とかたどり着けました。下調べ、アポ先の選定、そのなかでマナ

ー研究や先輩方の話を聞き、そして緊張のインタビュー、ときにはそこでいったん気が

抜けてしまうこともあったかもしれませんが、報告書作成と先方のチェック。なかには

真っ赤になってかえってきたものもありました。そして報告会。 

順当なら、みなさん、この報告書をみながら、報告し質疑しているはずです。ここま

での一連の流れは、以前お話ししたように、会社員を経験してきた私から見ると、ひと

つのプロジェクトが流れていく様子とよく似ています。就活でもアピールできるだろう

し、社会へ出ても何か活かすことが含まれていたと思います。 

社会へ出る前にもう一度この授業で大切だったことを思い出してください。それはま

ず時間（納期）を守ること。そして先生、仲間への報告・連絡・相談。さらには体調悪

いときに無理をしないこと。そういうときにこそ、ちゃんと連絡してください。 

この一年の経験と仲間が、この先もそれぞれの支えとなりますように。 

松尾秀哉 
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